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 東海地震の推定固着域直下におきている地震活動は，10年以上の長期間にわたって活動度が安定

しているため，シミュレーション1)から期待される破壊前の応力蓄積割合の変化を検知するためのよ

い指標になり得るだろうとの報告を行った2)。その際にはト－タルとしての地震個数の変化を問題に

していたが，個数の変化がない場合でも，プレスリップによる固着の中心の移動によってパタンの

変化するということも期待できる。そこで，活動パタンの変化を数値的に検出する手法を提案する。 

 第１図は，推定固着域周辺（70km×80km）直下のスラブ内地震（Ｍ≧1.5）の分布である。ここ

では，時間・空間枠を設定した簡単なロジックによって明瞭なクラスター数個を除外している。こ

れを基にして，プレートの沈みこみ方向（Ｘ）とこれに垂直な方向（Ｙ）に沿い 10km 幅で計数し

た地震個数分布を同じ図に描いてみた。破線は，1986年 6月～1998年 12月の約 12年半のデータか

ら年間の発生個数に換算した分布である。Ｘ方向に見ると中央部に山があること，Ｙ方向には比較

的均等に分布していることがわかる。 

 第２図は，1987年から 1998年まで１年毎の分布パタンの変遷を第１図の平均分布（破線）と比較

したものである。多少のでこぼこはあるが，どの年の分布も基本的には平均分布と一致して見える。

それぞれの年のパタンが平均分布からどのくらいはずれているかを数値的に見るためにカイ二乗

（χ2）を算出した。第３図は，χ2の時系列変化を見たものである。１年間のウインドウを１月ず

つずらしながら，平均分布からのずれについて算出されたχ2の値をウインドウの右端にプロットし

た。図の破線は 5%，一点鎖線は 1%の有意水準に対応する。1997年頃，Ｘ方向のχ2がたまたま 1%

のレベルを越えているが，このような傾向は持続せず，全体の期間を通して有意なパタン変化のな

かったことが示唆される。 

 現時点での活動パタンは大変安定した状態で推移していると言える。もしもシミュレーションが

示唆するような数年のタイムスケールでのパタン変化が生じるとすると，第２図および第３図のよ

うな見方でそのような変化の検出されることが期待できる。 

（松村正三） 
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第１図 推定固着域直下のスラブ内地震活動とＸ，Ｙ方向に集計した年平均地震個数分布。 

Fig.1 Microearthquake distribution in the subducted slab just beneath the inferred locked zone (M>1.5), where several distinct clusters are removed. Mean annual 
frequencies counted for every 10km band along the X and Y directions are plotted in that direction, respectively. 
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第２図 １年毎の地震個数分布と平均個数分布の比較。上段の数値は，平均個数分布からのはずれを数値的に見るためのカイ二乗（χ2）。 

Fig.2 Annual frequencies of microearthquake occurrences counted along X and Y directions from 1987 to 1998. Numerals in the upper column are chi-squares, 
which indicates the degree of deviation from the mean frequency pattern. 

－252－ 



 
 
第３図 Ｘ，Ｙ方向に見たχ2 変化。１年間のウインドウを１月ずつずらしながら，平均分布からの

ずれについて算出したχ2 の値をウインドウの右端にプロットしている。 
Fig.3 Temporal changes of chi-squares. Each value is obtained for 1 year window moved every month, 

and plotted at the right end of the time window. The broken, and chained lines indicate 5%, and 1% 
levels of significance, respectively. 
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